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◆ 

平成２５年７月６日（土）、「ホープスターとっとり」にお

いて、横田壽理事、郡司副会長、岡本嘉行常任幹事のご臨席

で、会員１１名の参加で開催されました。 

横野栄樹副会長の議事のもと、第１号合議案「平成２４年

度事業報告及び収支決算について」第２号議案「平成２５年

度事業計画及び収支予算について」、第３号議案「分会設立

について」が全会一致で承認されました。来賓あいさつでは、

横田理事、郡司副会長より、芝浦工業大学の現状と校友会の

報告、岡本常任幹事から、広島支部の支部活動が報告されました。 

校友会活動の大学支援について、大学の対外的ＰＲ活動として、工学部の特徴である各種ロボット

競技などの鳥人間コンテストのような技術面の対外活動を支援をすることが望ましいとの意見が強

く、校友会に検討をお願いしました。 

総会後、記念撮影をして、懇親会を開催しました。 

その他では、芝浦工業大学校友会ホームページの全国

校友会紹介に、鳥取支部活動内容の掲載を開始したこと、

H25全国支部連絡会・全国総会・懇親会の様子が報告さ

れました。 

◆ 

H25.2.9 倉吉で開催された平成 24年度役員会で、分会活

動を推進することの必要性が話され、その一環として、支部活動の充実と推進をめざして、分会活動の活

性化を図るべく、分会集会を企画・開催する方向で検討することとなりました。 

分会設置について、H25.2.15 に校友会本部事務局に分会設置申請を行い、H25.3 に分会設置について承

認するとの回答を頂きました。H25 鳥取支部定期総会で承認され、本年度より、各地区で分会を開催する

ことになりました。以下の通りです。 

① 支部定期総会は、毎年、鳥取分会と米子分会が交互に担当し開催する。（今年は支部定期総会を鳥

取分会、分会は米子分会を開催する） 

② 倉吉分会は、新年祝賀会と合わせて倉吉分会を毎年開催する。 

③ 定期総会と各地区分会に出席した、会員の実人数は、総会参加人数としてカウントされます。 

④ 報告書については、すべての集会が終了した時点で、校友会事務局にまとめて報告する。 

⑤ それぞれ、各分会が担当して、企画・開催を行う。 

※H25 年度の支部定期総会（H25.7.6）は鳥取支部で、各地区の分会は、米子地区で H25/11/9、倉吉地

区で H26.2.8 に開催されます。 
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